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本校における教育活動の再開及び再開後の留意点について 

 

 立夏の候、保護者の皆様にはますますご健勝のこととお喜び申し上げます。 
 さて、本県教育委員会では、県立学校を６月１日（月）から再開することとしました。このため、本

校では、「三つの密」を回避するなど、下記の感染防止対応を徹底しながら教育活動を再開することと

します。 
 ご家庭でも、感染防止に努めていただきますとともに、授業や部活動の実施についてご理解とご協力

をお願いいたします。 

 

記 
１．生徒に留意してもらいたいこと 

（１）健康管理の徹底について 

① 生徒は、登校前に検温し、37.5 度以上ある場合、微熱でも風邪の症状が（咳、倦怠感、息苦し

さなど）がある場合は、登校せず自宅で休養する。 

② 手洗いや咳エチケットを徹底する。 

③ マスクの着用に努める。マスクの着用時は熱がこもりやすくなるため、こまめな水分補給など

熱中症対策に努める。 

④ 十分な睡眠、適度な運動やバランスの取れた食事を心がけ、抵抗力を高める。 
＊その他、別紙「学校生活の際に生徒のみなさんに注意してほしいことについて」に記載した内容

に留意する。 
（２） 通学（登下校）について 

① 公共交通機関を利用する場合には、マスクを着用し、列車内等での会話は慎む。 
② 降車後は、手洗いなど感染症対策を行う。 

 

２．学校として留意すること 

（１）授業について 
① 生徒間の間隔を１ｍ確保するため、机の配置等に留意する。 

② 教室等は、可能な限り、常時２方向の窓を同時に開けておく。なお、エアコンを使用する場合

においても換気を行う。 
③ 各教科における実技（家庭科・音楽・体育等）や職業系科目の実習については、可能な限り感

  染症対策を行った上で実施する。感染のリスクが高い活動については、延期あるいは中止する。 

（２）部活動について 
① 当面は、平日の活動は１時間まで、土･日は２時間までとする。 
② 各部活動の特性を踏まえた感染防止対策を取り、実施内容や方法を工夫する。詳細については

部活動ごとに連絡する。 
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